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German pension has changed greatly for the last several decades. This paper deals with the case of German pension 
as an example， for explaining the pattems of institutional change in the era of welfare expansion and retrenchment. In 
the era of expansion， German pension tended to substantial universalism because of institutional elimination and 
replacement (for example pension reforms of 1957， 1969 and 1972). On the other hand， institutional conversion， lay-
ering and suspension have occurred in the era of retrenchment (for example pension reforms of 1977， 1992 and 2001). 
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はじめに
本論文では、福祉国家の漸進的変化を扱う。その際、改革が遅々として進んでいないと評価される「保守





サービス産業化など新しい環境に対応できていないにもかかわらず (Scharpfand Schmidt [2000]; Hassel 
[2001]; Manow [2001])、政治の改革能力が乏しいために福祉国家は変化しにくい、と捉えられているので


























Hackerは、制度変化の四様式を提起している (Hacker[2005];新川・ベラン [2007];宮本 [2008])。それ





























































(Van Kersbergen [1995J; Leitner [2002J)、その一方でSPDは伝統的社民主義を標祷していた。本論文では、
この「党派交叉連合」を「福祉連合」と呼ぶ山。
他方の極には I自由主義連合」が存在し、これにはキリスト教民主/社会同盟の経済派や中間層派11、









































































































































































2 )なお、こうした「凍結仮説」に疑義をHIlえる論考として、たとえばPalier[2003 J、Palierand Martin [2008J、Bleses
and Seeleib-Kaiser [2004Jなどがある。





5) Piersonの言葉を借りれば、関値を超える場合である (Pierson[2006 J )。






















































32)たとえば、社会委員会派を見てみよう。 Dumigらの調査によれば、 1980年には 4万人であった構成員が、 1997年時点
で半減していた。一方、労組出身のSPD議員も減少している。統一以前は、 SPD全議員のうち90%を超えていたが、統
一以降は境におよそ75%にまで下落している (Cf.Schindler [1999 J )。
33)経営組織法の適用企業を拡大することや、若年雇用者プログラムが代償に該当する。
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